
大凧のlllk史は、占くは、天イカtll ll(1830年 頃)からといわれ、本格的に人力‖tとなったのは、
「り」治中

期からです .

当初は、イ‖人的に子供の誕牛を祝って揚げられていましたが、次第に半作析痢1、 さらに若者の意志や希望、

卜1家的な意義を表徴するものなど、 l・ 人的なものから、J也 J或的なものへと移り、11前戦後をとおして、新磯

占年 Jが lllllして、毎11刺「りf、 勝lrt、 ド磯部、卜磯部、の4会場で行われておりましたが、年とともに移り変わり、

日召和44イ iからは、相棋原市の5人 l ll光行 卜に選定され、 ■:記の4地区が毎11交代で実行委員会を組織し、
会場は」|ち 1りで Jtlイにしてきました.

しかし、社会情勢の変化などかい技‖ヽの継承や会場の確保などが危惧されるようになり、Jり 141では「‖

模の人加tまつり実行委it会 によって1用催されております (

大カトtの 題字は、 |1民から募集して選定し、元字は、相棋原 1∫長が直筆し、それをlLに 人力鵬文字に

書き直します.人抑tに は、その11の題
′
卜が書かれていますが、イJ和 39年 は東京オリンピックを1/Lつて「 17L

輪 J、 平成411は 新磯小学校百周年を記念して
「
llF磯 J、
｀
「 成511は 嘔L太子殿 ドのご成川,を f7Lっ て「班

祝 J、 平成13年はTIr llL紀にちなんで「紀,ItJ、 平成 19年 は Fl l、 の親工誕生のおf7Lいと合併した‖1棋原 ∫

の繁栄を順って「悠風Jなど、その Iキ々の L相を反映したものとなっております。平成26年は、‖棋原 j

がこれから、 更なる L昇期を迎えるように「駿Jの字に源ltい をlitす とともに、十支にあやかり、11うのように
勢いよく11向 き気通に乗った月るいμ七の中を贋って「駿風 J、 ｀r成 27年は、小惑方1探 でヽ機「はやぶさ2Jの
打ち上げ成功を喜び、5年後の地球へのり■還を夕T順するとともに、幾多の困難を乗り越えた初代「はやぶさJ

のように、宇宙の彼方まで村||え原 ドが躍進し、人々に夢と希望を与える-11であってほしいと願いを込め

て「牛風 J、 本年は、人や友辻、家族の 1=福 が、「人カカtJという一つの大きな 11福となってクト高く〃「い 1がり、

風に乗せて、日本中・世界中へと■41を通びたいという思いを込めて「11風 J(あ、くかぜ)にツtまりました

オH模の人力「tは、 イ1和 52年には、「かながわの民7ヽ芸能5()選 Jに、H召和5711に は、「かながわのまつり5()選 J
に選定されています。「F成 3年には、日の文化財新指定「記録作成等の措置をlllずべき無り杉の民俗文化員

`_|の中に「関東の人加tl易げ習俗」が選定されましたらもちろんその中には、相模の人力)tが含まれていることは

[相模の大凧 ]

いうまでもありません。また相棋の人加t文化保存会では、伝統文

化の保存・継承が認められ、平成16年 11月 にfl奈 川文化

賞を受賞しました.そして平成22114り 1lHに はllJヽ t原「 指定

無り杉民俗文化11に J旨定されました。
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(三段の滝下広場)
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新戸・勝坂会場師戸スポーツ広場)
小 田 急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス 相武台下駅下車徒歩 15分
」R相 模線 相武台下駅下車徒歩 15分
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下 磯 部 会 場 磯 音願 首工下流)

小 田 急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(磯 音「 行) 新磯まちづくリセンター前下車徒歩10分

小 田 急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(原当麻行)勝坂入口下車徒歩15分

(磯部頭首工下流)

上磯音「会場 (三段の滝下広場)
小 田 急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス 下溝下車徒歩5分
」R相模線 下溝駅下車徒歩5分

各会場間は徒歩および巡回バスにて移動できます。

(巡回バスは無料です)

■国回四■1相武台下駅>大凧センター>
上磯部会場 >下磯部会場 >新戸・勝坂会場
>相武台下駅

書駐車場が狭いので出来るだけ公共交通機関を
こ利用されますようこ協力ください。

(新戸スポーツ広場)
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県道46号 (相模原茅ヶ崎線)    至海老名
新磯小入口
 新磯

り篇
印
ぃ熔%

昭和橋                            座架依橋
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